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　元来，標準化という概念は工業分野において製品の品質・形状・寸法を統一して互換性を高めること
（画一化）や，生産性を向上させること（効率化）を目的として発展したものです．近年，この標準化と
いう言葉が，医療分野でも頻繁に使われるようになりました．おそらくクリニカルパスの導入がそのきっ
かけの一つであったと思います．2000年頃のことです．しかし，人間の形状（解剖）や機能（生理）は，
工業製品のように寸分違わぬほど極めて画一的ではありません．そのため，その当時，標準化という概念
を医療分野に持ち込むにあたって，個への対応に関するジレンマに困惑する人や，効率化を求めるあまり
に安全性が損なわれることを危惧する人が少なくありませんでした．
　鏡視下手術では，術者が見ている術野を誰もが共有することができます．そのため，近年の鏡視下手術
の発展とともに，手術手技を統一して互換性を高める作業，すなわち手技の標準化が急速に進んでいま
す．ただし，これは画一化ではありません．そもそも工業分野における標準化とはプロセスが異なりま
す．手術手技の標準化は，まず複数の患者から普遍性のある解剖構造や病態を見出すこと，すなわち画一
的ではないものから共通点を見出すことから始まります．次に，繰り返し安全で迅速かつ効率よく実施で
きる手術手技を選択したり新たに考案したりして，可能な限り統一して標準手技を確立します．ここで重
要なのは，手術を受ける複数の患者に一定以上の普遍的要素があることです．これは，手術手技を標準化
する際には，同時に適応基準を明確にする作業も必要であることを示しています．標準化によって得られ
る効率化が独り歩きして，適応外の患者にまで標準化した手術が行われ，安全性が低下したり患者の利益
が損なわれるようなことがあってはなりません．
　手技を標準化すること，そして患者の安全と利益を最優先にした適応基準を明確に設定すること，それ
が academic surgeonの仕事です．さらに，その内容は言語化されて多くの議論を経たのちに一般化され
なければなりません．私は編集委員としての 5年の任期を終えますが，これからも本邦の有能な外科医の
皆さんが洗練された手術手技を世に示して世界をリードするために，本誌が大いに活用されることを期待
しています．

（本田五郎）
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第 26 巻 4 号
—掲載予定論文—

●原著
Veress needle（気腹針）を用いた高度肥満症に対する腹腔鏡下

スリーブ状胃切除の手技と安全性に関する検討 畑尾史彦・他　東京都立多摩総合医療センター外科
●症例報告
S状結腸憩室炎穿痛による直腸間膜膿瘍に対し超音波内視鏡下経直腸的

ドレナージ後に鏡視下手術を施行した 1例 阿見勝也・他　製鉄記念広畑病院外科
子宮平滑筋肉腫膵転移に対して腹腔鏡下脾温存尾側膵切除術を 

施行した 1例 清水　貴・他　神戸大学大学院医学研究科外科学講座肝胆膵外科学分野
腹腔鏡補助下括約筋間直腸切除術後の直腸脱再発に対して腹腔鏡下直腸固定術を 

施行した 1例 銭谷成剛・他　大阪警察病院一般外科
ロボット支援下に仙骨腟固定術と直腸挙上固定術を同時に行った

骨盤臓器脱合併直腸脱の 1例 楠元英次・他　九州医療センター消化管外科・臨床研究センター
3 D-CT angiography が腹腔鏡手術に有用であった腸回転異常を 

伴う盲腸癌の 1例 直井大志・他　自治医科大学消化器一般移植外科
上腸間膜動脈症候群に対する腹腔鏡下十二指腸空腸吻合術においてトロッカー 

配置の工夫を行った 1例 � 川北航平・他　済生会松阪総合病院外科
腸間膜デスモイド型線維腫症に対し腹腔鏡下に摘出しえた 1例 中村　淳・他　社会医療法人祐愛会織田病院外科
盲腸壊死に対して腹腔鏡下回盲部切除術を行った 1例 � 鄧　傑之・他　近畿中央病院外科
●私の工夫
腹腔鏡下胆嚢摘出術における効率的手術室運営 渡邉　学・他　東邦大学医療センター大橋病院外科
心囊液貯留に対する胸腔鏡下心膜開窓術の工夫 西川仁士・他　津山中央病院外科

誌面の都合により変更がある場合があります．あらかじめご諒承ください．
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